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北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
の
研
究
に
つ
い
て

鈴
江
　
英

一、

ﾍ
じ
め
に

　
「
北
海
道
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
三
〇
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
…
ム
に
発
需
の
…
機
会
を
与
え
ら
れ
た
が
、
も

と
よ
り
、
一
般
の
歴
吏
学
の
学
徒
で
あ
っ
て
、
神
学
は
ま
っ
た
く

の
専
門
外
で
あ
る
。
専
門
は
北
海
道
の
地
方
制
度
史
や
古
文
書
学

で
あ
り
、
北
海
道
史
の
一
環
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
史
関
係
の
多
少

の
論
文
や
著
述
を
し
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
者
で
あ
る
。
た
だ
、
今

回
の
準
備
の
過
程
で
、
『
日
本
の
神
学
』
二
七
号
、
二
八
号
で
「
日

本
教
会
史
の
編
纂
と
叙
述
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
各
個
教
会
史
や
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
史

研
究
が
、
神
学
の
一
分
野
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

に
考
え
て
こ
な
か
っ
た
私
に
は
、
意
外
の
感
と
示
唆
を
与
え
ら
れ

た
。　

も
っ
と
も
、
今
日
の
私
の
発
言
は
、
北
海
道
史
研
究
一
般
の
立

場
か
ら
、
北
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
史
の
研
究
を
見
る
と
い
う
と
こ

う
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
流
れ
を
概
観
し
つ

つ
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
な
お
、
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
の
現
段
階
を
研
究
史
と
し
て
見

る
た
め
「
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
主
要
著
作
目
録
」
を
作
成

し
た
。
未
定
稿
で
は
な
は
だ
不
備
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
参
照
し
つ

つ
述
べ
て
い
き
た
い
。

二
、
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
の
現
段
階

　
こ
の
筆
録
で
は
、
　
一
九
三
二
年
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
以
前
の
著

作
は
歴
史
研
究
と
い
う
よ
り
も
信
仰
の
表
明
、
証
醤
で
あ
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
史
の
研
究
は
一
九
三
二
年
か
ら
六
〇
年
代
前
後
に
か

け
て
一
つ
の
成
長
を
と
げ
る
。
こ
の
時
期
の
研
究
は
、
北
海
道
の

歴
史
、
な
か
で
も
開
拓
発
展
の
歴
史
に
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
貢
献
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
積

極
的
な
評
緬
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
北
海
道
の
歴

史
の
な
か
で
、
い
か
に
キ
リ
ス
ト
教
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
か
し
と
い
う
こ
と
が
、
叙
述
の
中
心
で
あ
っ
た
。
逢
坂
信
悪

の
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
詳
伝
』
な
ど
一
連
の
W
・
S
・
ク
ラ
…
ク
研
究

は
、
こ
の
視
点
を
最
も
濃
．
厚
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
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長
年
の
蓄
積
と
通
俗
性
を
持
ち
、
現
在
で
も
教
会
内
外
か
ら
、
厚

い
支
持
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
こ
の
視
点
を
批
判
し
克

服
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
現
れ
て
き
た
。
ひ
と
つ
は
、
キ
リ
ス
ト

教
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
歴
史
的
貢
献
の
過
大
評
悩
を
兇
直
そ
う

と
す
る
も
の
（
榎
本
守
恵
、
」
・
M
・
マ
キ
、
太
田
雄
三
な
ど
）
、

ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
や
札
幌
バ
ン
ド
な
ど
、
既
成
の
概
念
規
定
を

厳
密
に
し
直
そ
う
と
す
る
も
の
（
福
島
恒
雄
、
大
山
綱
夫
）
で
あ

る
。
同
時
に
、
史
料
の
発
掘
が
盛
ん
に
な
り
、
ク
ラ
ー
ク
、
」
・

バ
チ
ラ
…
な
ど
に
つ
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
よ
る
研
究
が
進
ん
だ
。

　
一
方
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
国
家
と
信
仰
、
と
く
に
第
二
次

大
戦
下
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
弾
圧
、
ま
た
妥
協
、
順
応
が
研
究
対
象

と
な
っ
て
き
た
（
金
閉
隆
一
、
鈴
江
英
一
）
。
さ
ら
に
、
八
○
年
代

に
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
僑
仰
の
受
容
と
発
展
、
教
会
形
成
の

過
程
を
晃
よ
う
と
す
る
研
究
が
、
六
〇
年
代
以
前
と
は
違
っ
た
視

点
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
福
島
恒
雄
、
大
浜
徹
也
、
『
札
幌

と
キ
リ
ス
ト
教
』
）
。
こ
の
間
、
各
教
派
教
区
史
、
教
会
史
の
編
集

も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
こ
の
三
〇
年
間
に
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研

究
は
大
き
く
発
展
し
た
。

三
、
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
の
課
題

　
北
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
史
は
学
問
と
し
て
成
立
し
、
か
つ
成
長

し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
、
次
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
の
全
体
像

の
構
築
に
向
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
研
究
の
動
機
、

関
心
が
、
信
仰
の
励
ま
し
、
教
会
の
教
訓
、
あ
る
い
は
、
運
動
の

課
題
に
応
え
る
等
々
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
視
点
を
批

判
的
に
整
理
し
、
歴
史
研
究
と
し
て
の
自
立
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
研
究
の
主
観
性
を
脱
却
し
て
、
客
観
性
を
確
保
す
る
た

め
に
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
要
件
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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